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ご意見・ご要望をお寄せください

り
、
な
ん
と
合
計
１
３
５
億
円
が
貯
め

込
ま
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

開
発
推
進
を
転
換
し
、く
ら
し
・
福
祉
最
優
先
の
区
政
へ

第
３
回
定
例
会　

大
竹
区
議

　

第
３
回
定
例
会
で
大
竹
辰
治
区
議
が

代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
竹
区
議
は
、
２
０
１
７
年
度
決
算

に
つ
い
て
、
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は

２
５
８
３
億
円
余
、
歳
出
総
額
は
２
５

１
２
億
円
余
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
７０

億
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

更
に
区
民
に
身
近
な　
　

事
業
が
削
減
さ
れ
た
決
算

　

今
決
算
年
度
で
は
、
施
設
使
用
料
値

上
げ
の
条
例
改
正
に
よ
る
負
担
増
と
、

予
算
編
成
時
に
指
定
保
養
施
設
の
助
成

金
削
減
や
宿
泊
日
数
の
制
限
、
い
き
い

き
高
齢
者
入
浴
券
事
業
の
３
割
削
減
、

基
本
健
康
診
査
の
削
減
等
、
区
民
に
身

近
な
事
業
が
削
減
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
今
決
算
で
も
事
業
が
削
減
さ
れ
ま
し

た
。

　

区
民
の
く
ら
し
と
営
業
に
関
わ
る
支

援
で
は
、
多
額
の
不
用
額
（
予
算
に
計

上
し
な
が
ら
使
わ
れ
な
か
っ
た
額
）
を

出
し
て
い
ま
す
。
今
決
算
で
不
用
額
は

１
０
２
億
円
余
で
、
産
業
経
済
費
の
不

用
額
は
１３
％
５
億
円
余
で
、
福
祉
費
の

不
用
額
が
３２
億
円
余
で
一
番
多
く
全
体

の
３１
・
６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
入
で
特
別
区
民
税
１５
億
円
、

特
別
区
財
政
調
整
交
付
金
１８
億
円
増
な

ど
を
借
金
返
済
に
ま
わ
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
特
別
区
債
の
発
行
は
、
当
初
予

算
で
は
４０
億
円
で
し
た
が
、
補
正
予
算

で
３５
億
円
余
減
額
し
、
４
億
円
余
に
な

り
ま
し
た
。
区
民
に
３５
億
円
余
の
く
ら

し
・
福
祉
の
予
算
が
充
実
で
き
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

そ
の
結
果
合
計
で　
　
　

１
３
５
億
円
の
貯
め
込
み

　

そ
の
結
果
、
年
度
末
の
特
別
区
債
は

３
０
１
億
円
余
で
前
年
度
比
４４
億
円
余

減
、
逆
に
積
立
基
金
は
、
１
２
８
４
億

円
余
で
前
年
度
比
９１
億
円
余
の
増
と
な

億円

年



で
、
国
等
へ
の
手
続
き
申
請
と
実
施
設

計
と
な
っ
て
お
り
、
大
田
区
が
第
３
セ

ク
タ
ー
設
立
に
参
加
す
る
こ
と
か
ら
、

京
急
蒲
田
駅
ま
で
の
第
１
期
工
事
１
２

６
０
億
円
の
う
ち
、
国
・
地
方
・
事
業

者
で
３
分
１
ず
つ
４
２
０
億
円
と
な
り

ま
す
が
、
地
方
分
に
加
え
事
業
者
分
の

負
担
も
担
う
こ
と
に
な
り
、
多
額
の
税

金
投
入
と
な
り
ま
す
。

　

自
治
体
の
役
割
は
、
地
方
自
治
法
第

１
条
で
も
明
ら
か
の
と
お
り
、
「
福
祉

の
増
進
に
寄
与
す
る
」
こ
と
で
す
。
大

竹
区
議
は
、
く
ら
し
・
福
祉
最
優
先
の

区
政
へ
の
転
換
を
求
め
ま
し
た
。

貯
め
こ
ん
だ
税
金
を　

　

大
規
模
開
発
推
進
に

　

そ
の
使
い
道
と
し
て
考
え
ら
れ
る
第

１
は
、
羽
田
空
港
跡
地
第
１
ゾ
ー
ン
の

用
地
取
得
で
す
。

　

来
年
度
は
用
地
取
得
を
予
定
し
て
お

り
、
も
と
も
と
区
民
の
土
地
だ
っ
た
用

地
を
取
得
す
る
た
め
に
多
額
の
税
金
投

入
で
す
。

　

第
２
の
使
い
道
と
考
え
ら
れ
る
の
は

新
空
港
線
で
す
。

　

来
年
度
は
、
新
空
港
線
の
整
備
推
進

真
の
改
革
で
区
民
の
命
と

健
康
を
守
る
国
保
に　
　

　

来
年
度
か
ら
は
新
国
保
制
度
と
な
り
、

区
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
が
保
険
者
に

な
り
ま
す
が
、
住
民
負
担
増
・
給
付
費

削
減
を
推
進
す
る
枠
組
み
は
変
わ
ら
ず
、

大
幅
な
保
険
料
値
上
げ
に
も
な
り
か
ね

な
い
新
制
度
に
対
し
て
、
国
・
東
京
都

に
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を
し
て
い
る

の
か
区
の
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

　

区
長
は
、
国
に
は
全
国
市
長
会
を
通

じ
て
、
公
費
拡
充
を
確
実
に
実
施
す
る

こ
と
。
都
に
は
特
別
区
長
会
と
し
て
、

国
に
対
し
て
国
費
の
投
入
方
法
に
つ
い

て
検
討
す
る
よ
う
働
き
か
け
を
す
る
こ

と
等
求
め
て
い
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

公
共
施
設
と
し
て
の　

　
　
　
　

臨
海
斎
場
へ

　

毎
年
大
田
区
は
、
公
債
費
の
償
還

（
臨
海
斎
場
建
設
の
借
金
）
と
し
て
３

億
円
の
負
担
を
し
て
い
ま
す
が
、
来
年

度
は
償
還
が
終
了
し
、
区
の
負
担
金
が

大
幅
に
減
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
負
担
金
を
区
民
に
還
元
し
、
区
民

が
必
ず
利
用
す
る
の
で
、
区
独
自
で
区

民
の
火
葬
料
を
無
料
に
す
る
助
成
制
度

を
提
案
し
ま
し
た
。

　

区
長
は
、
区
独
自
の
火
葬
料
の
助
成

は
し
な
い
と
答
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
場
・
炉
・
保
冷
庫
の
計
画

的
な
増
設
計
画
を
つ
く
り
、
将
来
を
見

通
し
た
増
設
を
求
め
ま
し
た
。

　

区
長
は
、
利
用
者
の
需
要
に
合
致
し

た
施
設
整
備
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
と
答
え
ま
し
た
。

音
楽
ホ
ー
ル
こ
そ
区
民
要
求

　

来
年
４
月
か
ら
解
体
予
定
の
大
田
区

民
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
複
合
施
設
は
、
一

般
的
な
多
目
的
ホ
ー
ル
で
な
く
、
音
楽

ホ
ー
ル
と
同
規
模
の
優
れ
た
音
響
効
果

が
高
い
ホ
ー
ル
を
、
こ
れ
か
ら
つ
く
る

実
施
設
計
で
計
画
す
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
音
楽
ホ
ー
ル
壁
面
を
飾
る
、

宮
下
芳
子
氏
制
作
の
金
属
レ
リ
ー
フ

「
飛
翔
」
を
複
合
施
設
に
飾
る
等
、
保

存
を
求
め
ま
し
た
。


